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☆年間施肥基準量（成木：１０ａ当たり）

１．礼　肥

２．元　肥

３．春　肥 時期３月下旬頃　　硝燐安加里Ｓ６０４　１袋　

近年の異常天候により春肥は重要になります。樹勢回復のためにも

必ず施用して下さい。

４．施用例（10ａ当たり）　【新梢の伸びが強い場合や若木への礼肥は控えて下さい】
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年間施用量の２～３割を９月下旬に施用する。

注意➡【礼肥は樹勢の弱い場合に使用し、樹勢の強い場合や若木は
落葉を遅らせてしまうので元肥で対応する。】
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１０月中に施用する（落葉前の使用）。

【今年の異常気象により根の衰弱が心配されるので、施肥は１度にまとめて使用
せずに、徐々に吸収できるよう分割で使用して下さい。】

施用量 施用量 窒素 燐酸 加里

① 硝燐安加里Ｓ６０４　　　１袋 ６袋 17.6 14.0 6.4

② 硝燐安加里Ｓ６０４　　　1袋 7袋 17.0 10.4 11.2

③ 硝燐安加里Ｓ６０４　　　２袋 ３袋 18.4 10.0 17.6

〇高温乾燥が続く場合は潅水を実施する。

〇生育期間中に葉色が淡くなるなど、肥切れ症状が発生した場合は追肥を実施すること。

　①セリファーム（粒状：１５㎏入り）… ９月～１０月に１０ａあたり３袋施用で微量要素を補給（秋と春）

※落花後（５月の連休頃）に軽く潅水する程度で実施する。

●施用量は、土壌条件、着果量、樹令、樹勢により適宜調整する。

●土壌のＰＨの調整については、土壌分析を実施し適宜調整する。

☆微量要素補給のため『マルチサポート1号』を１０ａ当たり２～３袋の使用もお勧め。

基肥 成分量

肥料名 肥料名
タイプ

礼肥

みらいろ物語

もも基肥（旧もも専用一発）

みらいろ物語

くだものオールスター

尿素複合燐加安２１２

　 その際は速効性肥料を使用する。（チッソ成分で２～４Ｋｇ）

【樹勢回復対策】

　②ステビア堆肥…１樹当たり　10～20ｋｇ（樹冠下施用）（秋から春早くまでに施用）

　　　⇒ファームＳ　1,000倍液を春先の乾燥時に土壌散布（10ａ当たり…５００ℓ程度）

◎数年毎に土壌分析を行い、状態を把握したうえで施肥を実施して下さい！！
土壌分析を実施する場合は各営農センターへご相談のうえ、お申し込み下さい。



 


